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　 6)歯 肉上皮細胞における抗菌 タンパク産生機

構に関する研究

○佐藤 直生1,廣瀬 公治2,大植 一樹3,福井 和徳3

　　　　　　　　 (奥羽大 ・大学院 ・顎顔面口腔矯正1,

　　　　　　　 奥羽大・歯 ・口腔衛生2,成長発育歯3)

【目　 的】矯正治療は唾液中の齲蝕原因細菌数の

減少 をもたらすなど口腔衛生状態の改善に寄与す

ることが知 られている。 しか しながら,そ の改善

の指標のほとんどは寄生体要因であり宿主要因に

関す る検討は少ない。そこで今回,口 腔の宿主自

然免疫に着 目し,口 腔環境,特 にpHの 変動が及

ぼす歯肉上皮細胞か らの抗菌タンパ ク産生に与え

る影響 を検討 した。

【方　法】歯肉上皮細胞 としてCa9-22を 用いた。

単層を形成 した同細胞を,50mM-HEPESで 緩衝

したD-MEM(pH6.8～7.6)に 培地 を置換 し,さ ら

に培養 を継続 した。所定の時間培養後,Ca9-22

か らRNAを 回収 し,歯 肉上皮細胞か らの抗菌 タ

ンパ クと して β2デ ィフェンシン(hBD2),　 LL37

のmRNAの 発現 をPCRに て検索 した。

【結 果 ・考 察 】Ca9-22か ら のhBD2とLL37の

mRNA発 現 は培養環境pHの 上昇 とともに促進 さ

れ,pH7.6で 最大 となった。次に,こ の発現促進

機構 を調べるために,PKC阻 害剤であるH7を 用

い検討 を行った。その結果H7はCa9-22か らの こ

れ ら抗菌 タンパ クのmRNA発 現 を強 く促進 した。

このことは,抗 菌 タンパ クの発現 はPKCに より

ダウンレギュレーシ ョンされている可能性が示唆

された。 さらに,ど のアイソフォームによってこ
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れ ら抗菌 タ ンパ ク発 現 へ の影 響 が あ るの か

Bisindolylmalemide　 IとRottlerinを 用 い調 べた。

その結果,PKCβ とδの関与は認められなかった。
一方

,矯 正治療 と唾液 中のhBD2とLL37と の関

係を検索 したところ治療の進行に伴い,患 者唾液

中の嫌気培養総菌数に占める黒色色素産生菌の減

少も認められ,さ らに抗菌 タンパ クの濃度が上昇

する傾向が認め られた。

【結　論】培養環境pHの 上昇は歯肉上皮細胞か ら

の抗菌 タンパ クmRNA発 現 を誘導 した。 これ ら

の現象はセカン ドメッセンジャーとしてのPKC

の関与が強く示唆 される。
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